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謹賀新年                施設長 杉原卓朗  

 

明けましておめでとうございます。昨年は、医療法人十喜会老人保健施設向陽を 

ご利用いただきまして、ありがとうございました。当施設は、平成１０年 1２月２５日、 

入所５２床、通所リハビリ４０名の定員で開所しました。平成２９年、新館を増築し 

４８床増床、本館と合わせて入所１００床となり、今年開設２７年を迎えます。 

向陽開設者、医療法人十喜会前理事長加藤𠀋太郎先生は、昨年３月２６日に他界され、 

同日従六位・端寶雙光章の叙位・叙勲を受けられたことを皆様にご報告いたします。 

 厚労省は昨年５月、認知症と軽度認知障害（MCI）の有病率と将来推計の研究結果を公表しました。 

その内容を以下に記します。『全国６カ所から約８,６００人の住民を対象に実施、６５歳以上の人口に対する 

有病率（男女合計）は認知症が１２ .３％、MCI が１５.５％で合わせて２７.８％。この有病率が今後も同じと仮

定した場合、２０５０年の患者数は認知症が５８６万人、MCI が６３１万人で、合わせて１，２１７万人になると

推計している。』 ２０１２年に行われた同省の前回調査では、有病率は認知症が１５ .０％、MCI が１３.０％で

合わせて２８.０%でしたので、この１０年間で認知症１５ .０％→１２.３%、MCI１３.０％→１５.５％と認知症が

わずかですが減ってきています。一体何が起きているのでしょうか？認知症薬の効果は疑問視されてきてい

ます。 私は、高齢者の生活習慣・環境の改善（2000 年より発足された介護保険サービスによる）のためと

確信しています。十分な睡眠（一日７～８時間）が認知機能にいいことが分かっています。アメリカで生活習

慣改善と栄養補給を中心とした治療プログラムが開発され大きな成果をあげています。２０２１年に発表され

た臨床試験の結果では、認知機能に問題のある２５５人の高齢者に一年間治療プログラムを実施したところ、

５１％の方が改善し、２３%の方も認知機能の低下がストップしたことが報告されました。早期の方に限れば

改善率は９０％にも上がります。 

 向陽は、質の良い食事・睡眠・リハビリ（運動）・レクリエーション・喜び・笑いを利用者様に提供して参りま

す。加藤病院、デイサービス第２向陽、グループホーム向陽、居宅介護支援事業所サンプラトーと連携しなが

らきめ細かな介護を提供していきたいと思っていますので、何かお困りのことがありましたらご相談ください。 

医療介護複合体として、できる限りご協力させて頂きます。 

本年も、向陽をよろしくお願いします。 
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